
今月の掲載記事
令和 2 年度施政方針
令和 2 年度当初予算
みんなで盛り上げよう！市制施行 50 周年
市役所の組織を紹介します
新職員を迎え新組織体制でスタート
TOPICS
pick up information
Face 人 ホスピスえびの
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「施政方針」
えびの市議会3月定例会が2月27日から3月17日まで開かれ、村岡市
長は、「令和2年度施政方針」を述べました。その一部を抜粋・要約し
てお知らせします。

　

全
国
的
な
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
地
方

の
人
口
減
少
や
東
京
圏
へ
の
人
口
集
中
の
流

れ
は
一
層
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
令
和
2

年
度
は
、
市
制
施
行
50
周
年
お
よ
び
産
業
団

地
造
成
完
了
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
え
び
の
市
を
し
っ
か

り
と
展
望
で
き
る
よ
う
課
題
を
克
服
し
、
未

来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
事
業
量

や
成
果
指
標
等
の
進
捗
・
達
成
状
況
を
意
識

し
て
、
ま
た
、
中
長
期
的
視
点
に
よ
る
後
年

度
の
財
政
負
担
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ

る
よ
う
留
意
し
た
令
和
2
年
度
当
初
予
算
と

し
て
い
ま
す
。

■
新
た
な
活
力
を
生
む
産
業
づ
く
り

　

農
業
の
振
興
で
は
、
新
規
就
農
者
や
農
業

後
継
者
の
確
保
、
農
畜
産
物
の
生
産
拡
大
や

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
対
す
る
支
援
な
ど

農
家
所
得
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
産
園
芸
の
振
興
で
は
、
硫
黄
山
の
影
響

に
よ
り
水
稲
作
付
け
が
で
き
な
い
地
域
が
あ

り
ま
す
が
、
水
質
改
善
対
策
や
用
水
確
保
対

策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
国
、
県
に
対
し
て

強
く
要
望
し
て
い
く
と
と
も
に
、
市
独
自
の

農
家
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。

　

農
地
基
盤
整
備
で
は
、
県
営
畑
か
ん
事
業

お
よ
び
県
営
ほ
場
整
備
事
業
の
各
実
施
地
区

に
お
け
る
早
期
完
成
と
、
未
実
施
地
区
に
お

け
る
計
画
的
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
「
道
の
駅
え
び
の
」は
、
今
後
も
関
係
者
と

の
協
議
を
深
め
、
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な

が
る
施
設
運
営
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

畜
産
の
振
興
で
は
、
防
疫
資
材
の
導
入
に

令和 2 年度

林
整
備
や
作
業
の
効
率
化
に
努
め
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
管
理
制
度
や
木

材
利
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
で
は
、
商
工
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
市
内
商
工
業
者
の
事
業
の
持

続
化
に
向
け
た
補
助
事
業
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
市
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
起

業
家
や
地
元
事
業
者
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

　

企
業
立
地
施
策
の
推
進
で
は
、
産
業
団
地

の
令
和
2
年
度
末
完
成
を
目
指
し
、
交
通
の

利
便
性
と
南
九
州
の
中
心
に
位
置
す
る
地
理

的
優
位
性
を
生
か
し
た
企
業
立
地
活
動
を
進

め
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
で
は
、
観
光
協
会
と
の
連
携

強
化
、
京
町
温
泉
再
生
事
業
、
白
鳥
温
泉
の

整
備
等
の
あ
り
方
検
討
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
し
た
体
験
型
ツ
ー

リ
ズ
ム
強
化
を
行
い
、
自
転
車
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
川
内
川
を
活
用
し
た
湧

水
町
と
の
広
域
連
携
も
開
始
し
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
で
は
、
多
言
語
音
声

翻
訳
機
の
主
要
観
光
施
設
へ
の
配
備
、
観

光
・
防
災
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
整
備
促
進
を
図
り

ま
す
。

修
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、
八
幡
丘
公
園
再

整
備
基
本
構
想
を
踏
ま
え
た
整
備
を
検
討
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
全
産
業
総
参
加
の
新
た
な

観
光
推
進
組
織
で
あ
る「
え
び
の
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」 

を
模
索
し
、
準
備
組
織
を
構
築
し
ま
す
。

■
志
と
郷
土
愛
を
持
つ
人
づ
く
り

　

学
校
教
育
の
充
実
で
は
、
テ
ィ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ（
複
数
の
教
員
に
よ
る
指
導
）

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
よ
り
効
果
的
な「
30

人
学
級
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
は
、
児
童
生
徒

1
人
1
台
端
末
へ
の
対
応
を
進
め
ま
す
。

　

飯
野
高
等
学
校
の
支
援
で
は
、
県
と
も
連

携
を
強
め
、
産
学
官
で
存
続
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
、
ま
た
、
全
国
枠
の
生
徒
等
に

対
す
る
下
宿
等
費
用
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は
、
安
全
・
安
心
な

体
育
施
設
の
修
繕
、
飯
野
駅
前
地
区
体
育
館

多
目
的
室
の
冷
暖
房
機
設
置
、
永
山
運
動
公

園
整
備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

人
権
意
識
の
高
揚
で
は
、「
え
び
の
市
に

お
け
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
人
権
を
守

る
条
例
」等
に
基
づ
き
、
人
権
を
尊
重
し
互

い
に
支
え
合
い
な
が
ら
共
に
健
や
か
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　

文
化
芸
術
活
動
の
促
進
で
は
、
秋
に
開

催
す
る「
第
35
回
国
民
文
化
祭
・
み
や
ざ
き

２
０
２
０
」「
第
20
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文

化
祭
み
や
ざ
き
大
会
」の
成
功
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
誰
も
が
元
気
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
新
た
に「
ス

マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
」に
取
り
組
み
、

ま
た
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
を
図

る
た
め「
個
人
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
提
供
」

の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
で
は
、
3
歳
児
健
康
診
査

時
に
は
新
た
に
機
器
を
使
っ
た
視
力
検
査
を

実
施
す
る
こ
と
で
精
度
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
体
制
の
整
備
で
は
、
広
域
的
な

地
域
医
療
体
制
の
構
築
を
進
め
、
本
市
の
地

域
医
療
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
を
最
優
先
課
題

と
し
て
医
療
関
係
者
等
と
議
論
し
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
救
急
医
療
を
確
保
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
病

床
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
で
、
患
者
の
よ
り

よ
い
在
宅
復
帰
の
支
援
、
収
益
増
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
医
師
確
保
対
策
で
は
、
本
市

出
身
医
師
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
ま
す
。

■
協
働
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
え

び
の
市
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
事
業
や
市
民
提
案

型
事
業
を
実
施
し
、「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

と
連
携
し
な
が
ら
、
各
種
事
業
の
展
開
を
図

り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
で
は
、「
第
３
次

え
び
の
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」に
基

づ
き
、
男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
性

別
に
か
か
わ
ら
ず
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

情
報
共
有
化
の
推
進
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
や
事
業
効
果
を
最
大
限
に
高
め
る
た
め

の
情
報
発
信
に
配
慮
し
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
で
は
、「
こ

ど
も
課
」を
新
設
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
の
支
援
を
一
体
的
に
担
う
と
と
も
に
、
第

3
子
以
降
の
保
育
料
と
副
食
費
の
無
償
化
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
3
年
度

か
ら
の「
第
2
期
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進

計
画
」を
子
ど
も
の
未
来
応
援
協
議
会
等
の

意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
策
定
し
ま
す
。

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
で
は
、「
第
8
期
え
び
の
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」の
策
定

を
進
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
高
齢
者
自
身
の
希

望
を
尊
重
し
、
そ
の
人
ら
し
い
自
立
し
た
質

の
高
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
次
期「
第
8
期
計
画
」

の
策
定
を
進
め
ま
す
。「
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
」に
つ
い
て
は
、
通
所

型
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が

ら
、
各
地
域
で
の「
は
つ
ら
つ
百
歳
体
操
」へ

つ
な
げ
て
い
く
な
ど
、
高
齢
者
の
自
立
支
援

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
で
は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助

成
事
業
と
障
害
者
住
宅
改
造
助
成
事
業
の
利

用
し
や
す
い
制
度
へ
の
改
正
を
図
り
、
重
度

心
身
障
害
者（
児
）医
療
費
助
成
事
業
の
外
来

受
診
に
つ
い
て
、
令
和
2
年
度
中
に
実
施
さ

れ
る
現
物
給
付
化
に
よ
り
利
便
性
の
向
上
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
本
庁
舎
に
新
た

な
屋
外
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
障
が
い

の
あ
る
人
や
高
齢
者
な
ど
が
利
用
し
や
す
い

施
設
と
し
て
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
の
充
実
・
強
化
で
は
、
自
主
防

災
組
織
の
設
立
を
促
進
し
、
自
主
防
災
組
織

が
行
う
防
災
訓
練
等
や
防
災
資
機
材
の
整
備

へ
の
財
政
支
援
を
含
め
て
最
大
限
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
行
い
、
防
災
意
識
と
災
害
対
応
能

力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

治
水
対
策
で
は
、
令
和
２
年
度
に
策
定
す

る「
え
び
の
市
国
土
強
靭
化
計
画
」に
基
づ
き

河
川
内
の
堆
積
土
砂
の
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫

等
を
行
い
ま

す
。

　

消
防
体
制
の
整
備
で
は
、
経
費
支
弁
基
準

を
見
直
し
、
詰
所
等
の
整
備
に
係
る
地
元
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
消
防
団
が
活
動
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

■
生
活
環
境
づ
く
り

　

安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
的
な
供
給
の

確
保
で
は
、
水
道
施
設
更
新
事
業
を
計
画
的

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
大
迫
妙
見
簡
易
水

道
の
上
水
道
統
合
整
備
事
業
と
し
て
、
送
水

管
布
設
事
業
に
も
着
手
し
ま
す
。

　

住
宅
対
策
の
推
進
で
は
、「
え
び
の
市
空

家
等
対
策
計
画
」に
基
づ
き
、
良
好
な
生
活

環
境
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
の
促
進
で
は
、「
移
住
・
定

住
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
運
営
と
併
せ
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
で
、
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

公
共
交
通
手
段
の
確
保
で
は
、
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
に
つ
い
て
、
助
成
制
度
の
適
切
な

対
応
を
行
い
、
効
果
的
な
交
通
空
白
地
の
移

動
支
援
に
努
め
ま
す
。

■
計
画
の
実
現
に
向
け
て

　

計
画
的
な
行
政
運
営
の
推
進
、
総
合
計
画

の
進
行
管
理
に
つ
い
て
は
、「
第
6
次
総
合

計
画
」の
策
定
作
業
を
進
め
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
推
進
で
は
、
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
と
健
全
な
行
財
政
経
営
を
目
指

す
た
め
に
、「
第
7
次
え
び
の
市
行
政
改
革

大
綱
」を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
制
施
行
50
周
年
に
際
し
、
記
念

式
典
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
書
作
成
、
お
祝

い
給
食
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用

促
進
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
記
念
す
べ

き
節
目
の
年
を「
み
ん
な
で
築
い
た
50
年　

次
に
進
も
う
新
時
代
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
と
お
り
、
新
た
な
50
年
に
向
け
た
ス

タ
ー
ト
の
年
と
位
置
付
け
、
未
来
を
し
っ
か

り
と
展
望
で
き
る
機
会
と
な
る
よ
う
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
『
大
自
然
と
人
々
が
融
合
し
、「
新
た
な
力
」

が
躍
動
す
る
ま
ち　

え
び
の
』の
実
現
に
向

け
、
誠
心
誠
意
、
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和 2 年度施政方針

対
す
る
支
援
や
消
毒
薬
な
ど
の
配

布
、農
家
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
、

家
畜
防
疫
に
対
す
る
意
識
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

酪
農
に
お
い
て
は
、
10
月
に
都

城
市
で
開
催
の
全
日
本
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
へ
出
品
を
目
指
す
農

家
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
で
は
、
適
正
な
森

　

ま
た
、「
足
湯
の
駅
え
び
の
高
原
」の
改
修

工
事
や
え
び
の
高
原
キ
ャ
ン
プ
村
の
浴
場
改
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総額
139 億

2,500 万
円

総額
139 億

2,500 万
円

繰入金
24 億 2,036 万 4 千円

（17.4％）

市税
19 億 8,802 万 6 千円

（14.3％）

寄附金
4 億 5 千万円

（3.2％）

その他
6 億 293 万 8 千円

（4.3％）

・
地方交付税

38 億 2,346 万 1 千円
（27.5％）

国庫支出金
20 億 4,705 万円

（14.7％）

市債
8 億 9,227 万 1 千円

（6.4％）

県支出金
11 億 3,000 万 5 千円

（8.1％）

その他
5 億 7,088 万 5 千円

（4.1％）

自主財源 54 億 6,132 万 8 千円（39.2％）

依存財源 84 億 6,367 万 2 千円（60.8％）

令和 2 年度当初予算
一般会計予算は、139 億 2,500 万円です

　

令
和
2
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

の
総
額
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
３
９
億
２
５
０
０
万
円
で
す
。
令

和
元
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、

9
億
４
２
０
４
万
6
千
円
、
率
に
し
て
約

7
・
3
％
の
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
予
算
の
財
源
割
合
は
、自
主
財
源（
市

税
な
ど
、
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
）
が

39
・
2
％
、
依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
の
交

付
金
・
支
出
金
や
、
市
債
に
よ
る
財
源
）
が

60
・
8
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
存
財
源
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
事
業
内
容
に
つ
い
て

は
、
来
月
「
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
財
政
課 

財
政
係

☎
35
‐
３
７
１
６
（
課
直
通
）

■
用
語
の
説
明

歳
入

【
自
主
財
源
】
市
税
な
ど
、
自
主
的
に
収

入
で
き
る
財
源
。

【
依
存
財
源
】
国
や
県
に
よ
り
決
定
さ
れ

た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
財
源
。

【
地
方
交
付
税
】
地
方
公
共
団
体
が
行
う

べ
き
事
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

【
国
庫
支
出
金
】
国
か
ら
地
方
公
共
団
体

に
支
出
さ
れ
る
補
助
金
や
委
託
金
。

【
市
債
】
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う

時
、
借
り
入
れ
る
お
金
。

歳
出

【
義
務
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
義
務
付
け

ら
れ
、
任
意
に
削
減
す
る
こ
と
が
困
難
な

経
費
。

【
投
資
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
建
物
、学
校
、

道
路
な
ど
、
資
産
形
成
に
向
け
ら
れ
る
経

費
。

【
扶
助
費
】
法
令
に
基
づ
き
、
高
齢
者
・

児
童
・
障
が
い
者
・
生
活
困
窮
者
等
の
暮

ら
し
を
援
助
す
る
経
費
。

【
人
件
費
】
市
職
員
給
与
、
市
議
会
議
員
・

各
種
委
員
報
酬
な
ど
の
経
費
。

【
公
債
費
】
市
が
借
り
入
れ
た
お
金
の
償

還
金
。

【
普
通
建
設
事
業
費
】
道
路
、
橋
り
ょ
う
、

学
校
、
庁
舎
な
ど
公
共
用
施
設
の
新
設
や

改
修
に
要
す
る
経
費
。

歳　入
・

災害復旧事業費
1 億 4,707 万円

（1.1％）

・

扶助費
28 億 1,531 万 2 千円

（20.2％）

人件費
24 億 134 万 9 千円

（17.3％）

公債費
7 億 7,238 万 1 千円

（5.5％）

普通建設事業費
21 億 268 万 2 千円

（15.1％）

繰出金
14 億 5,223 万 3 千円

（10.4％）

補助費等
13 億 2,906 万 7 千円

（9.5％）

その他
9 億 5,684 万 8 千円

（6.9％）

物件費
19 億 4,805 万 8 千円

（14.0％）

義務的経費 59 億 8,904 万 2 千円（43.0％）

その他の経費 56 億 8,620 万 6 千円（40.8％）

投資的経費 22 億 4,975 万 2 千円（16.2％）

■市民一人当たりの予算額（一般会計）
※ 3 月 1 日現在、住民基本台帳で算出。

■会計別予算の状況
会　　計 2 年度 元年度 増減率

国民健康保険特別会計 30 億 2,695 万 2 千円 30 億 2,507 万 9 千円 0.1％

後期高齢者医療特別会計 6 億 7,686 万 3 千円 6 億 5,375 万 9 千円 3.5％

介護保険特別会計 34 億 1,654 万 6 千円 33 億 2,174 万 5 千円 2.9％

産業団地整備事業特別会計 7 億 1,069 万 9 千円 845 万 1 千円 8309.6％

水道事業会計 6 億 1,040 万 1 千円 6 億 4,253 万 6 千円 △ 5.0％

病院事業会計 11 億 993 万 9 千円 10 億 2,813 万 4 千円 8.0％

１人当たり約 72 万 6,812 円

１世帯当たり約 142 万 2,079 円

■一般会計目的別歳出の状況

歳　出

科目 2 年度 元年度 増減率 科目 2 年度 元年度 増減率

議会費 1 億 4,713 万 3 千円 1 億 5,177 万 2 千円 △ 3.1% 土木費 12 億 1,630 万 7 千円 10 億 8,643 万 1 千円 12.0%

総務費 22 億 2,546 万 8 千円 20 億 9,820 万円 6.1% 消防費 3 億 8,280 万 2 千円 3 億 7,918 万円 1.0%

民生費 46 億 2,163 万 2 千円 45 億 4,227 万 5 千円 1.7% 教育費 10 億 9,139 万円 10 億 1,700 万 4 千円 7.3%

衛生費 11 億 656 万 9 千円 11 億 1,803 万 4 千円 △ 1.0% 災害復旧費 1 億 5,896 万 9 千円 2 億 1,792 万 1 千円 △ 27.1%

労働費 1,313 万 9 千円 1,258 万 9 千円 4.4% 公債費 7 億 7,238 万 1 千円 7 億 914 万円 8.9%

農林水産業費 14 億 4,758 万 4 千円 11 億 4,677 万 8 千円 26.2% 予備費 3,001 万 6 千円 3,082 万 4 千円 △ 2.6%

商工費 7 億 1,161 万円 4 億 7,280 万 6 千円 50.5% 合計 139 億 2,500 万円 129億8,295万4千円 7.3%

※水道事業会計および病院事業会計は、収益的支出と資本的支出の合計を記
載。

令和 2 年度当初予算
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※計画のため内容や開催時期等が変更になることもあります。各事業の詳細は、改めて周知・広報等を行います。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止等により、中止または延期等になる場合があります。

　

昭
和
41
年
（
１
９
６
６
年
）
11

月
3
日
に
飯
野
町
・
加
久
藤
町
・

真
幸
町
の
3
つ
の
町
が
合
併
し

「
え
び
の
町
」
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
45
年
（
１
９
７
０

年
）
12
月
1
日
に
市
制
を
施
行

し
、「
え
び
の
市
」
と
な
り
ま
し

た
。
え
び
の
市
は
、
令
和
2
年
12

月
1
日
に
市
制
施
行
50
周
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
節
目
の
日
を
迎
え

ま
す
。

　

50
年
の
歳
月
の
中
で
、
南
九
州

の
交
流
拠
点
都
市
を
目
指
し
て
発

展
を
続
け
、
多
く
の
皆
さ
ん
と
の

① 6 月～令和 3年 1月
②未定
③特定健康診査の受診率向上を図るため、国民
健康保険被保険者のうち特定健康診査等（集団
健診・個別健診・人間ドック・脳ドック・健診
情報提供）の受診者を対象として抽選会を行い
ます。

■特定健康診査等受診者対象の抽選会

①令和 2年度中
②市内
③新たなまちづくりを推進するために、クラウ
ドファンディング活用促進事業を行います。
※クラウドファンディングとは、インターネットを
介して不特定多数の人から資金を調達する仕組みの
ことをいいます。

■クラウドファンディング活用促進事業

①式典開催日近くで一定期間を設けて実施予定
②市役所
③これまで広報担当で撮影したイベントなどの
写真を展示します。

■広報撮影写真展

① 12 月
②市文化センター
③ヒカリテラス実行委員会によるイルミネー
ションで 50 のロゴマークを彩って市制施行 50
周年を祝います。

■ヒカリテラスイルミネーション事業

① 12 月 20 日（日）
②市文化センター
③子どもたちの未来を創造する児童青少年演劇
を行います。

■子ども芸術フェスタ

① 11 月
②市文化センター
③田の神さあ里産業文化祭は国文祭・芸文祭も
併せて実施されるため郷土芸能披露に焦点をあ
てて開催します。

■田の神さあの里産業文化祭

① 12 月 6 日（日）
②市文化センター
③市制施行 50 周年を記念した式典を開催します。

■市制施行 50 周年記念式典

①令和 3年成人式
②市文化センター
③市制施行 40 周年記念事業として当時小学 4年
生の皆さんが埋設したタイムカプセルを、成人
式に合わせて開封します。

■ 2 分の 1 成人式タイムカプセル開封

①令和 2年度中
②本庁・出張所の窓口
③えびの市オリジナルデザインの婚姻届書を作
成します。

■えびの市オリジナル婚姻届書作成

①令和 2年度中
②各小中学校
③地元の食材を使用したメニュー（予定）でお
祝い給食の提供を行います。

■お祝い給食

①令和 2年度中
②市文化センター
③歌謡コンサートを開催します。

■歌謡コンサート

事
業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
50

周
年
を
お
祝
い
す
る
も
の
で
す
。

市
民
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
や
市

民
団
体
、
行
政
等
が
連
携
し
、
全

市
を
あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と
の
で

き
る
内
容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
新
時
代
」
を
切
り
開
い
て
い

け
る
よ
う
、
皆
さ
ん
で
市
制
施
行

50
周
年
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

問
市
企
画
課 

政
策
係

☎
35
‐
３
７
１
２
（
直
通
）

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う
！

市
制
施
行
50
周
年

■①実施期間②実施場所③事業内容

ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、
現
在
の
え

び
の
市
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
節
目
の
年
を
、

こ
れ
ま
で
え
び
の
市
を
築
き
上
げ

て
き
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
夢
を
抱
く

こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
1
年
間
と

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
市
民
や
え
び
の
市
を
応

援
し
て
く
だ
さ
る
多
く
の
皆
さ
ん

な
ど
と
の
協
働
で
、「
え
び
の
市

制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
」
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

え
び
の
市
制
施
行
50
周
年
記
念
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■市役所の組織を紹介します

課・事務局等 係・室等 主な業務内容 電話番号

総務課

人権啓発室 人権、女性相談、男女共同参画

35-3711行政係 固定資産評価審査委員会、条例・規則、行政組織、文書、行政改革、情
報公開、個人情報保護

人事係 職員管理（任免、配置、身分、服務、給与、研修、福利厚生等）、各種委
員任免

企画課

政策係 総合計画、国土利用計画、広域行政、総合交通対策、施策評価、過疎計画、
各種統計、公平委員会、地域振興 35-3712

秘書係 秘書、渉外、儀式、褒賞、表彰 35-1111

情報係 情報処理、高度情報化対策、行政情報の総合企画・調整、広報、公聴 35-3714

定住対策係 定住促進、人口減少対策、地方創生総合戦略、ふるさと納税 35-3713

財政課
財政係 予算編成・統制、地方交付税、市債、公会計制度、財政効率化の推進

35-3716
入札・契約係 入札・契約

基地・防災対策課 基地・防災対策係
消防団・水防団、危機管理の総合調整、地域防災計画、防災訓練、自主
防災組織、防衛施設対策、防衛施設周辺整備事業の総合調整、自衛隊・
自衛隊協力団体との連絡調整、地域安全・交通安全対策、防災行政無線

35-1119

市民協働課 市民協働係

市民協働のまちづくりの総合調整・推進、自治組織（コミュニティ）施
策、地区コミュニティセンター、市民公益活動、市民活動支援センター、
認可地縁団体、行政事務連絡、ボランティア、国際交流センター、地域
おこし協力隊活動、学園都市

35-1118

財産管理課
管財係 市有財産の取得・管理・処分、庁舎管理、車両の集中管理

35-1120建築係 市有建築物の建設、営繕、建築確認・開発行為等

住宅係 市営住宅・定住促進住宅の管理

税務課

収納対策室 市税・県民税の収納・徴収、滞納管理、税諸証明 35-3737

市民税係 市税（固定資産税を除く）の賦課、県民税割合算定 35-3734

固定資産税係 固定資産の評価、固定資産税の賦課 35-3735

地籍調査係 地籍調査 35-3736

市民環境課

市民・年金係 戸籍、住民登録、印鑑登録、埋火葬・改葬、自動車臨時運行許可、国民
年金

35-1117
35-3730

生活環境係 行政相談、消費生活、浄化槽、環境保全、環境苦情調整、市営墓地、畜
犬登録 35-3731

飯野出張所 戸籍、住民登録、印鑑登録、自動車臨時運行許可、税諸証明の発行、国
民健康保険・国民年金・福祉に関する一部の手続き

33-1111

真幸出張所 37-1111

美化センター 廃棄物の収集・運搬・処理・減量化・資源化、廃棄物処理事業の許可 33-5782

健康保険課
医療保険係 国民健康保険および後期高齢者医療の資格・給付 35-3742

賦課徴収係 国民健康保険税および後期高齢者医療保険料の賦課・徴収 35-3743

市民健康係 成人保健、精神保健、感染症予防、地域医療、献血推進 35-1116

介護保険課
介護保険係 介護保険の認定・給付、介護保険料の賦課・徴収

35-1112
地域包括支援センター 地域支援事業、要支援者のケアプラン作成、在宅介護支援センター

畜産農政課

畜産振興室 家畜防疫対策、畜産振興

35-3744農政企画係 農業融資、農業振興地域整備計画、交流物産館、農家民泊、6次産業化

担い手対策係 認定農業者、集落営農の組織化、農業法人、新規就農者・後継者育成指
導、農村女性、人・農地プラン、農地中間管理事業

農産園芸係 農産物流通対策、園芸特産物、水稲生産調整、淡水漁業振興 35-1650

観光商工課
観光係 観光振興、観光施設管理、京町温泉駅観光交流センター、矢岳高原、え

びの高原、八幡丘公園、登山道（甑岳、えびの岳）管理 35-1114

商工係 地場産業振興、商工業振興、中小企業対策、雇用・労働対策 35-3728

　市役所組織（4 月 1 日現在）の業務内容等について紹介します。また、2017 年 2 月から利用を開始している
直通電話についても掲載していますので、各担当へのお問い合わせなどはこちらの電話番号をご利用ください。

課・事務局等 係・室等 主な業務内容 電話番号

福祉課
福祉係

地域福祉、民生委員・児童委員、災害弔慰金、戦傷病者・戦没者遺族・未
帰還者留守家族の援護、障害者（児）福祉、特別障害者手当・特別児童
扶養手当、重度心身障害者（児）医療、福祉タクシー利用助成、高齢者
福祉、養護老人ホーム真幸園、老人福祉センター、高齢者交流プラザ

35-1115

生活保護係 生活保護、行旅病人の保護、行旅死亡人の処置、災害援助 35-3740
生活・仕事支援室 生活・仕事支援 35-3741

こども課

子育て支援係 児童福祉、保育所・私立幼稚園、認定こども園、児童クラブ、児童手当、
こども医療費助成 35-3738

こども相談係
母子保健、子どもの予防接種、母子・父子・寡婦の援護、児童福祉施設、
要保護児童対策、子どもの貧困対策、児童扶養手当、母子・父子・寡婦
医療費助成

35-3739

子育て世代包括 
支援センター

妊娠・出産・育児の相談 35-1707

家庭児童相談室 児童相談 35-3739

企業立地課
団地整備係 産業団地

35-3727
立地推進係 企業立地、立地企業の育成

建設課

管理係 道路の認定・廃止・境界立ち会い、法定外公共物（里道・水路）の財産管
理、景観計画

35-3724建設係 市道改良舗装、橋梁、都市計画

維持係 河川の維持管理・災害復旧、市道の維持工事

補修係 市道の維持管理

農林整備課

畑かん推進室 畑地かんがい事業・水田ほ場整備事業の推進、国営・県営事業

35-3725土地改良係 土地改良事業、農地・農業用施設災害復旧事業、農地・水保全管理事業、
農村環境整備、土地改良区

林務係 市有林管理、森林保護、特用林産物、鳥獣保護・駆除、治山・林道

会計課 出納係 公金の出納 35-3723

水道課
経営管理係 水道事業会計事務

35-1113
工務係 水道用水の供給、水道施設の維持管理

監査委員事務局 ― 例月現金出納検査、決算審査等、財政援助団体等監査、定期監査、住民
監査請求監査 35-1111

議会事務局 議事運営係 議会事務 35-3718

農業委員会事務局 農地調整係 農地の売買貸借・転用、農業委員会事務、農業者年金 35-3726
選挙管理委員会

事務局 選挙係 選挙事務、直接請求、裁判員候補者予定者名簿調製、検察審査員候補
者名簿調製 35-3732

学校教育課
総務係 教育委員会、職員管理、学校予算、栄典、教育行政相談、学校施設等管理、

教育の調査・統計、通学路安全点検 35-3721
教育係 学校経営指導、学校職員の服務、児童生徒の就学、奨学金、児童生徒の

安全管理・就学援助、教科用図書、就学時健康診断、人権同和教育
防災食育センター 管理運営係 学校給食 33-0270

社会教育課
（文化センター）

社会教育係 生涯教育、視聴覚教育、人権同和教育、青少年育成

35-2268市民体育係 体育施設管理、生涯スポーツ振興

文化係 文化振興、文化財保存、文化センター、歴史民俗資料館、市民図書館

市立病院

診療科（内科・外科・整
形外科・放射線科・リハ
ビリテーション科）

診療・往診、診療録の記録

33-1023
33-1024

薬局 調剤・製剤、薬剤処方

検査室 原虫学的検査、寄生虫学的検査、血清学的検査、生化学的検査、細菌学
的検査、生理学的検査、血液検査

放射線室 放射線業務

リハビリテーション室 理学療法業務、作業療法業務

栄養管理室 栄養指導、給食業務

看護管理室 看護、医師の診療補助、入退院の連絡調整、手術介助

地域医療連携室 保健・医療・福祉・介護の相談業務、入退院調整、医療機関との連携推進

経営管理係 庶務・財務、予算・決算、診療情報管理
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令
和
2
年
度
の
職
員
数
は
、
新
規
採
用
職
員
5
人
を
迎
え
、

３
０
0
人
と
な
り
ま
す
。

　

4
月
1
日
か
ら
市
役
所
の
組
織
を
一
部
変
更
し
て
い
ま
す
。

母
子
健
康
保
健
法
の
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
に
は
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
丁
寧
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
を
一
体
的
に
取

り
扱
い
、
総
合
的
な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、「
こ
ど
も
課
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

問
市
総
務
課

【
人
事
に
関
す
る
こ
と
】
人
事
係

【
組
織
再
編
に
関
す
る
こ
と
】
行
政
係

☎
35
‐
3
7
1
1
（
課
直
通
）

①学校教育課

④ 自 覚 と 責 任 を
持ち、市民の皆さ
ん か ら 信 頼 さ れ
る 職 員 に な れ る
よう、日々全力で
頑張ります。

②三
み し ま

島 裕
ゆ う や

也
③京町

①市民環境課

④ 市 民 の 皆 さ ん
か ら 信 頼 さ れ る
ために、日々の業
務 を 一 生 懸 命 取
り 組 ん で い き ま
す。

②入
いりえだ

枝 保
やすたか

鷹
③上向江

①介護保険課

④ 真
し ん し

摯 な 姿 勢 で
市 民 の 皆 さ ん と
接し、責任と覚悟
を 持 っ て 仕 事 に
取り組みます。

②中
なかまた

俣 大
たいせい

晟
③町

①健康保険課

④ え び の 市 の 活
性 化 に 役 立 ち、
市 民 の 皆 さ ん か
ら 信 頼 さ れ る 職
員 に な れ る よ う
頑張ります。

②池
いけがみ

上 右
ゆうしょう

将
③西長江浦上

①社会教育課

④市の歴史的・文
化的魅力を多くの
人 に 知 っ て も ら
い、文化財を次世
代へつなげていけ
るよう努めます。

②税
さ い た

田 脩
しゅうすけ

介
③新富町

新職員を迎え
新組織体制でスタート

令和 2 年度のスタートにあ
たり、新規採用職員を紹介
します。
令和 2 年 4 月 1 日付けで、5
人がえびの市役所の職員と
して採用されました。
①配属先②氏名③出身地④抱負

交通安全協会がマスクを贈呈

令和2年度消防団入退団式

マンリオ・カデロ大使えびの市訪問

防犯ブザー160個を贈呈

決意を新たに新体制始動

えびのは素敵なところ

子どもたちの安全のために

交通安全と予防に役立てて
　駐日サンマリノ共和国大使館のマンリオ・カ
デロ特命全権大使がえびの市を訪問しました。
同大使は駐日大使全体の代表となる「駐日外交
団長」を務めており、えびの市が「九州きりし
まえびの 特別親善大使」を委嘱しています。
　えびの高原、白鳥神社、陣の池などを視察し
た大使は、「えびのは美しい自然が多く、静か
で空気がきれいなところで、リフレッシュがで
きる素敵なところですね」と話していました。

3
15 ・
16

3

26

　西諸地区生コンクリート事業協同組合の小菜
良雄事務局長が市長を訪問し、防犯ブザー 160
個を市に寄贈しました。これは、同組合が今春
小学 1 年生になる児童の防犯に役立ててもらお
うと、毎年行っているものです。ブザーは、入
学式で新 1 年生に配られました。
　また、今年は、子どもたちのために利用して
ほしいと、祝い金として 4 万円も寄附されま
した。

3

31

　えびの市交通安全協会から市教育委員会へ
960 枚のマスクが寄贈されました。これは、交
通安全決起集会で配布する予定だったマスク
を、市内の中学生に配布してほしいと寄贈され
たものです。
 　交通安全協会会長の森本林さんは「交通安
全と新型コロナウイルス感染症予防のために
使ってもらえればと思います」と話していまし
た。

4

5

　市文化センターで令和 2 年度えびの市消防
団の入退団式が行われました。
　今年度は、新たに 21 名が入団、28 名が退団
しました。式では、中隊長や新入団員などへの
辞令交付などが行われました。
　新入団員を代表して、えびの市消防団第 3 分
団第 4 部に入団した入枝保

やすたか

鷹さんが「良心に
従って忠実に消防の義務を遂行することを誓い
ます」と宣誓しました。
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平
成
22
年
4
月
28
日
に
え
び
の
市
で

発
生
し
た
口
蹄
疫
終
息
か
ら
間
も
な
く

10
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
の
防
疫
に
対
す
る

意
識
は
低
下
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

終
息
ま
で
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
に
日

夜
消
毒
作
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
な

ど
、
当
時
の
防
疫
意
識
の
高
さ
を
今
一

度
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
4
月
20
日
、
口
蹄
疫
が
県

内
で
発
生
し
、
え
び
の
市
で
は
６
２
７

頭
、
県
内
全
体
で
は
29
万
頭
も
の
家
畜

が
処
分
さ
れ
る
大
惨
事
と
な
り
ま
し

た
。

　

口
蹄
疫
の
発
生
に
よ
り
、
発
生
農
場

お
よ
び
近
隣
農
場
は
家
畜
の
殺
処
分

や
、
生
き
た
家
畜
、
た
い
肥
の
移
動
が

制
限
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
リ
市
が

8
月
ま
で
中
止
に
な
り
、
市
内
の
農
家

や
畜
産
関
係
者
の
経
営
に
大
き
い
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
人
・
物
の

動
き
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
観
光
や

商
業
な
ど
、
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
え
び
の
市
で
は
全
車
両
消

毒
等
、
市
民
一
体
と
な
っ
た
防
疫
を
行

い
、
6
月
4
日
に
全
て
の
制
限
が
解
除

さ
れ
ま
し
た
。

●毎月 20 日は、 県下一斉消毒の日です

　

現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、
人
・

物
が
世
界
中
で
頻
繁
に
行
き
来
す
る

中
、
家
畜
伝
染
病
も
い
つ
・
ど
こ
か
ら

侵
入
す
る
か
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
は
中
国
と
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
今
年
2
月
に
は
ロ
シ
ア
と
近
隣

諸
国
で
、
口
蹄
疫
発
生
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
国
内
侵
入
リ
ス
ク
は
依
然
と
し

て
高
い
状
態
に
あ
り
ま
す（
令
和
2
年

3
月
30
日
現
在
）。

　

ま
た
、
平
成
30
年
8
月
よ
り
東
ア
ジ

ア
地
域
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
ア
フ

リ
カ
豚
熱（
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
）や
同

年
9
月
よ
り
国
内
で
発
生
が
継
続
し
て

い
る
豚
熱（
豚
コ
レ
ラ
）に
お
い
て
も
、

依
然
と
し
て
終
息
の
め
ど
が
立
っ
て
お

ら
ず
、
県
内
で
の
発
生
リ
ス
ク
は
非
常

に
高
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
で
、
二
度
と
当
時
の

よ
う
な
被
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

も
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
徹
底
お
よ

び
農
場
防
疫
体
制
の
再
確
認
な
ど
を
し

て
く
だ
さ
い
。
畜
産
農
家
一
人
一
人
の

防
疫
意
識
が
大
切
で
す
。
え
び
の
市
の

畜
産
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
防
疫

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

畜舎の

消毒

出荷後、敷料を除去した空の畜
舎などを、動力噴霧機により洗
浄・消毒を行います。動噴がな
い場合は、消毒薬をジョウロな
どで散布しましょう。

消石灰

散布

車両が入ってくる農場入口に、
全体的に白くなるように散布し
ます。車両のタイヤが十分に一
周（250cm 程度）するくらい
の長さ・幅で散布してください。

踏み込み

消毒槽の

設置・点検

畜舎入口には踏み込み消毒槽を
必ず設置するようにしてくださ
い。泥や土等が大量に混ざると
効果が薄まりますので、こまめ
に点検し、消毒薬が汚れていた
らすぐ取り替えるようにしま
しょう。

畜舎範囲

の清掃

畜舎周囲の除草や草刈り等を含
めた環境の整備に努めましょ
う。

家畜を守るのは、農場主自身が防疫体制
を整えることが大前提です。消石灰の定
期的な散布、踏み込み消毒槽の設置・定
期的な消毒薬の交換、農場立入者の記帳
等、従業員や家族一丸となって、防疫体
制を整えるようお願いします。

　

市
で
は
、「
現
金
主
義
・
単
式
簿
記
」

に
よ
る
現
行
の
地
方
自
治
体
の
会
計
制

度
に
「
発
生
主
義
・
複
式
簿
記
」
と

い
っ
た
企
業
会
計
的
要
素
を
取
り
込
ん

だ
新
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
き
、
一

般
会
計
等
に
地
方
公
営
事
業
会
計
お
よ

び
関
係
団
体
を
連
結
し
た
財
務
書
類
を

作
成
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
に
お
い
て
も
、
総
務
省

よ
り
示
さ
れ
て
い
る
「
統
一
的
な
基

準
」
に
基
づ
き
財
務
書
類
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
度
決
算
の
財
務
書
類
を
も

と
に
、
市
の
財
政
状
況
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
民
一
人
当
た
り

に
換
算
し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

財
務
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.city.
ebino.lg.jp/

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

と
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
保
有
す
る
資
産
（
財
産
）
と
、
そ

の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源
（
負
債
、

純
資
産
）
で
賄
っ
て
き
た
か
を
総
括
的

に
対
照
表
示
し
た
財
務
書
類
で
す
。

■連結対象となる会計・団体・法人

■市民一人当たりのバランスシート

■連結決算日
平成 31 年 3 月 31 日

■総資産合計
539 億 2,690 万 9 千円、人口 19,271 人（平成 31 年 3 月 31 日現在）

団体・会計の区分 会計名または組織名

行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
主
体

え
び
の
市

一般会計等 一般会計

公
営
事
業
会
計

特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計（保険事業勘定）

介護保険特別会計（介護サービス事業
勘定）

産業団地整備事業特別会計

公営企業会計
水道事業会計

病院事業会計

関
係
団
体

一部事務組合・
広域連合

西諸広域行政事務組合

宮崎県後期高齢者医療広域連合

宮崎県自治会館管理組合

地方公社・
第三セクター等

該当なし

借方
（公共資産や株、預金などの資産）

○土地や建物などの公共資産　　   222 万円

○株などへの投資 　　　　　    31 万 2 千円

○現金・預金　　　　　　　　 26 万 6 千円

資産合計
279 万 8 千円

　

表
内
の
資
産
合
計
額
（
借
方
）
と
負

債
・
純
資
産
合
計
額
（
貸
方
）
が
一
致

し
、
左
右
が
均
衡
（
バ
ラ
ン
ス
）
し
て

い
る
こ
と
か
ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

貸方
（資産を手に入れるために払ったお金と借金）

○借金（負債）　　　　　　　   74 万 4 千円

○すでに支払った額（純資産）
205 万 4 千円

負債・純資産合計
279 万 8 千円
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畜
　
産

問

口
蹄
疫
発
生
か
ら
10
年
　
防
疫
徹
底
を

市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室
　
☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

財
　
政

問

市
民
1
人
当
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

市
財
政
課 

財
政
係
　
☎
35
‐
3
7
1
6
（
課
直
通
）



商
　
工

防
　
災

環
　
境

農
　
業

問

問 農
業
功
労
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

市
畜
産
農
政
課 

農
政
企
画
係
　
☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

問 17
品
目
の
え
び
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証

市
観
光
商
工
課 

商
工
係
　
☎
35
‐
3
7
2
8
（
直
通
）

問 市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

消
防
車
両
を
更
新

市
基
地
・
防
災
対
策
課 
基
地
・
防
災
対
策
係

☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

※環境基準（昭和 46 年環境庁告示 59 号）の類型指定は
河川Ａ類型 ( 川内川に流入する河川も含む )
※検査前日の天候（雨）により大腸菌群数が増えること
があります。

●検査結果（検査日：令和 2 年 2 月 20 日）

項目 pH DO BOD SS 大腸菌群数

単位 － mg/L mg/L mg/L MPN/100mL

環境基準 6.5 ～
8.5

7.5
以上 2 以下 25 以下 1,000 以下

下久保原橋 7.4 11.7 0.5 未満 1.0 未満 50

二十里橋 7.4 11.4 0.5 1.0 未満 330

池島橋 7.6 10.6 0.5 4.0 130

長江川橋 7.4 10.3 0.8 6.0 330

関川橋 7.7 10.7 0.5 未満 1.0 未満 50

新岩次橋 7.4 10.6 0.7 2.0 130

山川橋 7.2 11.4 0.5 未満 2.0 50

　

市
で
は
、
河
川
の
環
境
保
全
の
た
め

に
水
質
検
査
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
査
場
所
は
、市
内
の
７
カ
所
で
す
。

分
析
で
は
、
５
項
目
（
Ｐ
Ｈ
＝
水
素
イ

オ
ン
濃
度
、
Ｄ
Ｏ
＝
溶
存
酸
素
量
、
Ｂ

Ｏ
Ｄ
＝
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
Ｓ

Ｓ
＝
浮
遊
物
質
量
、
大
腸
菌
群
数
）
の

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及

啓
発
を
図
る
こ
と
で
、
河
川
の
生
活
排

水
処
理
対
策
を
行
い
、
河
川
の
汚
濁
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

各
家
庭
で
も
生
活
排
水
汚
濁
防
止
に

心
が
け
、
私
た
ち
の
共
有
す
る
貴
重
な

財
産
で
も
あ
る
河
川
の
環
境
保
全
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

※
検
査
結
果
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
環

境
美
化
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※
基
準
値
以
上
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、

何
ら
か
の
罰
則
規
定
等
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

3
月
24
日
、
市
役
所
で
「
令
和
元
年

度
え
び
の
市
農
業
功
労
者
表
彰
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。　

こ
の
表
彰
は
、
市

の
農
林
水
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
人

を
農
業
功
労
者
と
し
て
表
彰
す
る
こ
と

に
よ
り
、
農
林
水
産
業
者
の
士
気
の
高

揚
、
お
よ
び
地
域
の
農
林
水
産
業
の
活

性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
6
回
目

と
な
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
受
賞
者
は
、
栗
下
章

二
さ
ん
（
西
長
江
浦
）
と
黒
川
俊
一
さ

ん
（
下
大
河
平
）
で
す
。

　

栗
下
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い

た
だ
い
て
光
栄
で
す
。
こ
の
賞
を
励
み

と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
農
業
の
現
役
と
し

て
頑
張
り
ま
す
」、
黒
川
さ
ん
は
「
私

も
こ
の
賞
を
い
た
だ
い
て
光
栄
で
す
。

農
業
に
対
し
て
頑
張
っ
て
き
た
甲
斐
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
第
一
線
で

頑
張
り
ま
す
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

農業功労者表彰を受賞した栗下さん（左）と黒川さん（右）

　

3
月
25
日
、
市
役
所
で
「
え
び
の
ブ

ラ
ン
ド
認
証
書
交
付
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
制
度
で
は
、
地
域
の
優
良

産
品
を
、
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
他

産
品
と
区
別
化
し
付
加
価
値
を
付
け
て

売
り
出
す
こ
と
で
、
特
産
品
の
販
売
促

進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
、
誘
客
、
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
、
地
域
の
優
良
産
品
の
発
掘

や
新
た
な
特
産
品
の
開
発
の
契
機
と
な

る
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
新
た
に
認
証
さ
れ
た
の
は
、

明
石
酒
造
株
式
会
社
の
明
月
梅
酒
‐
ツ

ユ
ア
カ
ネ
‐
で
す
。

　

明
石
酒
造
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の

明
石
秀
人
さ
ん
は
「
真
っ
赤
な
色
の
梅

酒
を
作
ろ
う
と
開
発
し
た
商
品
で
す
。

梅
の
香
り
と
芳

ほ
う
じ
ゅ
ん醇

な
う
ま
み
が
堪
能
で

き
ま
す
。
え
び
の
の
名
物
に
な
れ
ば
良

い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
で
、
え
び
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証
を

受
け
た
産
品
は
合
計
17
品
目
に
な
り
ま

し
た
。

明石酒造株式会社の明石太
ひろ

暢
のぶ

さん、秀人さん（右から）

今回認証を受けた商品

　

え
び
の
市
消
防
団
第
3
分
団
第
10
部

（
上
浦
）の
消
防
車
両
1
台
が
更
新
さ

れ
、
3
月
27
日
に
市
役
所
で
引
渡
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

更
新
さ
れ
た
消
防
車
両
は
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車
で
す
。
導
入
費
用
の

約
4
分
の
1
を
県
の
地
域
消
防
防
災

活
動
支
援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し

て
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
導
入
費
用
は

６
９
０
万
８
０
０
０
円
で
す
。

　

市
で
は
、
消
防
団
の
消
防
車
両
を
古

い
も
の
か
ら
順
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

引
渡
式
で
、
え
び
の
市
消
防
団
の
原

田
芳
和
団
長
は「
地
域
住
民
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

第
３
分
団
第
10
部
の
北
別
府
修し

ゅ
ん
じ次

さ

ん
は「
車
両
が
新
し
く
な
っ
て
あ
り
が

た
い
で
す
。
大
切
に
使
用
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

更新された消防団の消防車両
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河
川
水
質
検
査
結
果

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係
　
☎
35
‐
3
7
3
1
（
直
通
）



協
　
働

協
　
働

問

問 自
治
会
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
す

市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係
　
☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
着
任

市
観
光
商
工
課 

観
光
係
　
☎
35
‐
1
1
1
4
（
直
通
）

　

4
月
か
ら
新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
が
2
人
着
任
し
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
住
民

な
ど
地
域
外
の
人
材
を
地
域
社
会
の
新

た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、
地
域

力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

今
回
採
用
さ
れ
た
の
は
、
笠
島
一
郎

隊
員
と
木
牟
禮
詢

ま
こ
と

隊
員
で
す
。
笠
島

隊
員
は
、
足
湯
の
駅
の
ゼ
ネ
ラ
ル
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
え
び
の
高
原
等
の

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
木
牟
禮

隊
員
は
、
株
式
会
社
松
田
林
業
で
え
び

の
市
の
林
業
に
関
す
る
研
修
を
行
い
ま

す
。

　

笠
島
隊
員
は
「
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
し
て
、
今
ま
で
え
び
の
に
来

た
こ
と
の
な
い
人
に
も
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
で

す
」、
木
牟
禮
隊
員
は
「
若
い
世
代
の

自
分
た
ち
が
林
業
の
魅
力
を
発
信
で
き

る
よ
う
に
、頑
張
り
た
い
で
す
。
ま
た
、

皆
さ
ん
と
た
く
さ
ん
交
流
し
て
地
域
と

の
関
わ
り
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
」

と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
し
い
隊
員
が
早
く
地
域
に
溶
け
込

め
る
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

笠島一郎隊員

木牟禮詢隊員

問
市
農
林
整
備
課 

林
務
係
　
☎
35
‐
3
7
2
5
（
直
通
）

　

飯
野
地
区
、
上
江
地
区
、
加
久
藤
地

区
、
真
幸
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

各
自
治
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自

治
会
活
動
の
情
報
提
供
や
地
域
の
実
情

の
把
握
、
集
落
の
維
持
・
活
性
化
に
必

要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

で
行
う
世
代
間
交
流
事
業
や
学
習
会
、

地
域
づ
く
り
研
修
な
ど
で
は
、
行
政
と

の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

住
民
が
気
軽
に
交
流
で
き
る
施
設
で

す
。
い
つ
で
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

自
治
会
活
動
は
、
地
域
の
活
性
化
や

防
災
対
策
な
ど
地
域
の
問
題
解
決
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
自
治
会
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
、
地
域
を
も
り
立
て

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地区名 コミュニティマネージャー 電話番号

飯野地区 甲斐　陽二 33-0030

上江地区 岡元　秋人 33-5799

加久藤地区 愛甲　文広 35-1755

真幸地区 黒松　優子 37-3221

甲斐さん、岡元さん、愛甲さん、黒松さん（左から）

●問い合わせ先

　
「
死
を
見
つ
め
る
こ
と
は
、
今
を
見
つ
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

話
す
の
は
ホ
ス
ピ
ス
え
び
の
代
表
の
西
道
り

え
さ
ん
で
す
。

　

ホ
ス
ピ
ス
え
び
の
は
、
平
成
8
年
に
発
足

し
現
在
11
人
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同

会
は
、
患
者
と
会
話
を
し
な
が
ら
そ
の
人
の

人
生
を
振
り
返
っ
た
り
、
そ
の
家
族
の
看
病

の
疲
れ
を
と
る
た
め
、
代
わ
り
に
看
病
や
買

い
物
に
行
っ
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
月
1
回
勉
強
会
や
高
齢
者

施
設
で
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

同
会
の
皆
さ
ん
は
「
死
を
迎
え
る
人
と
信

頼
関
係
を
作
る
の
が
一
番
重
要
で
、
難
し
い

こ
と
で
す
」
と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。「
患
者

さ
ん
は
知
ら
な
い
人
に
自
分
自
身
の
こ
と
も

で
す
が
、
身
内
の
こ
と
を
話
し
て
い
い
の
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
人
が

話
し
て
く
れ
る
ま
で
待
っ
て
い
ま
す
。
あ
る

と
き
、
気
難
し
い
人
が
い
て
、
会
い
に
行
く

た
び
に
怒
っ
て
い
ま
し
た
。
何
度
が
お
会
い

す
る
う
ち
に
、
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
し
、

う
れ
し
い
瞬
間
で
し
た
」

　

ホ
ス
ピ
ス
・
緩
和
ケ
ア
活
動
は
、
人
そ
れ

ぞ
れ
で
、
こ
れ
と
い
っ
た
形
も
な
く
、
正
解

も
な
い
と
話
す
皆
さ
ん
。「
私
た
ち
は
、
亡

く
な
っ
て
い
く
人
も
そ
の
家
族
も
伝
え
ら
れ

る
こ
と
は
伝
え
ら
れ
る
と
き
に
話
し
て
、
残

さ
れ
た
貴
重
な
時
間
を
家
族
や
友
人
た
ち
と

共
有
し
て
も
ら
る
よ
う
助
力
す
る
だ
け
で

す
。
そ
れ
が
納
得
の
い
く
最
後
に
つ
な
が
れ

ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
」

ホスピスえびの

残
さ
れ
た
時
間
を

大
切
に
し
て
も
ら
う
た
め
に
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公
道
で
の
農
機
の
交
通
事
故

は
、
大
き
く
２
種
類
あ
り
ま
す
。

単
独
事
故（
用
水
路
等
へ
の
転
落
、

傾
斜
地
で
の
横
転
等
）と
他
の
車

両
か
ら
の
追
突
事
故
で
す
。

　

公
道
で
の
農
機
に
よ
る
交
通

事
故
対
策
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す
。対
策
と
準
備
が

重
大
な
事
故
の
防
止
に
つ
な
が

り
ま
す
。

◯
ポ
イ
ン
ト
1

確
実
な
運
転
操
作
と
ブ
レ
ー
キ

連
結
の
確
認

◯
ポ
イ
ン
ト
2

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
の
装
着

と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

◯
ポ
イ
ン
ト
3

ラ
ン
プ
類
や
低
速
車
マ
ー
ク
等

の
取
り
付
け

遊
び
が
子
ど
も
の
脳
や
体
を
育
て
ま
す

あ
ら
ゆ
る
形
態
の
暴
力
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

いきいき！健康くらしのメモあんしんねっと■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

雨の日の交通事故に注意

お酒の飲み過ぎには注意を

H e a l t h y  L i f eN o t e  o f  L i v i n gA r e a  c o m p r e h e n s l v e  s u p p o r t

3月の交通事故
発生状況

人　身	 1件
物　件	 19件

本年累計	 3件
本年累計	 74件

3月の活動状況
［えびの消防署管内］

人　身	 3件
物　件	 66件

本年累計	 8件
本年累計	 212件

　

日
頃
か
ら
、
子
ど
も
と
よ
く
遊
ん

で
過
ご
す
家
庭
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
遊
び
が
脳
や
体
の
発
達
に

も
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
「
外
遊
び
」で
は
、走
っ
た
り
、ボ
ー

ル
を
投
げ
た
り
、
滑
り
台
の
階
段
を

上
っ
た
り
下
り
た
り
す
る
等
、
体
全

体
を
動
か
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
脳
全
体
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
使
っ
て
お
り
、
自
分
で
考
え
る

力
、
創
造
性
が
育
ち
、
自
分
の
意
志

で
体
を
動
か
す
こ
と
が
脳
の
運
動

領
域
を
育
て
ま
す
。目
も
、
虫
や
鳥
、

積
み
重
ね
て
遊
ぶ
こ
と
は
空
間
認
知
、

立
体
構
成
力
が
育
ち
ま
す
。皮
膚
に

つ
い
て
は
、
冷
暖
房
器
具
の
影
響
で

汗
腺
の
開
閉
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
も
あ
る
た
め
、
熱
中
症
や
低
体
温

等
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ

い
て
は
、
知
る
、
覚
え
る
能
力
が
主

に
育
ち
ま
す
が
、
長
時
間
に
な
る
と

体
の
姿
勢
や
視
力
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
2
歳
頃
ま

で
は
控
え
て
、
そ
れ
以
降
は
1
日
2

時
間
ま
で
と
決
め
て
使
用
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
文
：
市
健
康
保
険
課 

高
妻
保
健
師

転
が
る
ボ
ー
ル
を
見
る
こ
と
で
、
動

体
視
力
が
育
ち
、
危
険
を
避
け
る
力

や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
力
を
育
て
ま

す
。
皮
膚
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り

汗
を
か
く
こ
と
で
汗
腺
の
開
閉
が
良

く
な
り
、
体
温
調
節
が
う
ま
く
で
き
、

風
邪
を
ひ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
「
室
内
遊
び
」
で
は
、
は
さ
み
、
ク

レ
ヨ
ン
等
、
指
先
で
道
具
を
使
う
こ

と
が
、
脳
の
前
頭
葉
（
物
事
を
考
え

る
場
所
）
を
刺
激
し
ま
す
。
ご
っ
こ

遊
び
や
読
み
聞
か
せ
等
も
、
思
考
力

や
創
造
性
が
育
ち
ま
す
。積
み
木
を

 

え
び
の
市
女
性
相
談
所
で
は
、
女

性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い
。

え
び
の
市
女
性
相
談
所

☎
35
‐
０
１
５
２

相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
１
２
３
‐
６
９
３

【
相
談
日
】
月
曜
か
ら
金
曜
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

【
時
間
】
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

※
面
接
相
談
希
望
の
人
は
、
ま
ず
お

電
話
く
だ
さ
い
。

　
　
　
文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

　

最
近
、
女
性
の
意
に
反
し
て
「
ア

ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
（
Ａ
Ｖ
）
出
演
強
要
」

や
、
表
向
き
は
健
全
な
営
業
を
装
い

な
が
ら
女
子
高
生
（
Ｊ
Ｋ
）
ら
に
性

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
さ
せ
る
「
Ｊ
Ｋ
ビ

ジ
ネ
ス
」、
薬
物
を
飲
み
物
な
ど
に

混
ぜ
て
相
手
の
意
識
を
も
う
ろ
う
と

さ
せ
性
的
暴
力
を
す
る
等
、
若
年
層

の
女
性
が
性
的
な
被
害
に
遭
う
問
題

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

 

こ
う
し
た
問
題
は
、
重
大
な
人
権

侵
害
で
あ
る
と
と
も
に
、
女
性
活
躍

の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
基
盤
を

揺
る
が
す
問
題
で
す
。

　

市
で
は
、
第
３
次
え
び
の
市
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
で
「
男
女
の
人

権
を
侵
害
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
暴

力
の
根
絶
」
を
重
点
目
標
の
一
つ
と

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、「
子
ど
も

や
若
年
層
の
被
害
の
未
然
防
止
及
び

被
害
者
支
援
の
基
盤
と
な
る
啓
発
」

や
「
性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
の

被
害
者
支
援
に
向
け
た
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
を
図
る
対
応
体
制
の
充

実
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
受
け
付

け
を
3
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
、
自
治
会
、
運
動
ク
ラ
ブ
、

文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
な
ど

4
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
加
入
で
き

ま
す
。

　

加
入
し
て
団
体
活
動
中
の
万
一
の

け
が
や
賠
償
責
任
な
ど
の
事
故
に
備

え
ま
し
ょ
う
。熱
中
症
や
突
然
死
も

対
象
に
な
り
ま
す
。

【
銀
行
な
ど
で
加
入
す
る
場
合
】

　
「
加
入
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
指
定
銀
行
の
窓
口
へ
掛
け

金
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

別
途
振
込
手
数
料
が
必
要
で
す
。

　

前
年
度
加
入
団
体
に
は
、「
加
入

依
頼
書
」
を
3
月
上
旬
に
代
表
者
住

所
宛
て
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
加
入
す
る
場
合
は
、
社
会

教
育
課
（
市
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）、
両

出
張
所
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議
会
お
よ
び
各
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
取
得
で
き
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
加
入
す
る
場

合
】

　

公
益
財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.sportsanzen.org/

）
「
ス

ポ
安
ネ
ッ
ト
」
で
必
要
事
項
を
入
力

後
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら

掛
け
金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
加
入
区
分
は
活
動
内
容
と
年
齢
で

6
区
分
に
分
か
れ
、
掛
金
額
は
年
額

８
０
０
円
か
ら
で
す
。

公
益
財
団
法
人 

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会 

宮
崎
県
支
部

☎
0
9
8
5
‐
55
‐
3
1
3
6

　
文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

　

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
で
職

員
が
か
わ
り
ま
し
た
。

【
着
任
】
署
長　

藤
嶋
健
（
高
原
分
遣

所
長
）

【
離
任
】
上
杉
恒
雄
（
中
央
消
防
署
長
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
守
り
、
信
頼
し
て
も
ら
え
る

え
び
の
消
防
署
員
で
あ
る
よ
う
精
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

最
近
、
火
入
れ
か
ら
の
延
焼
に
よ

る
火
災
が
増
え
て
い
ま
す
。
風
が
強

い
日
や
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
時

は
火
入
れ
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

火
入
れ
を
行
う
際
は
、
少
し
ず
つ
行

う
よ
う
に
し
、
消
火
用
の
水
な
ど
を

準
備
し
て
そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
昭
和
55
年
か
ら
57
年
ま
で
の
広
報

紙
の
記
事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

週
5
日
の
完
全
米
飯
給
食
ス
タ
ー
ト

　
4
月
7
日
か
ら
市
内
小
中
学
校
13
校
（
高
野
分
校

を
除
く
）
で
、
自
治
体
で
は
県
内
で
初
め
て
の
週
5

日
の
完
全
米
飯
給
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
給
食

で
は
、
地
元
産
の
「
え
び
の
米
」
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
う
れ
し
さ
を
隠
せ
な
い
様

子
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
56
年
4
月
号
掲
載
）

え
び
の
駐
屯
地
ま
つ
り

　
4
月
25
日
、
え
び
の
駐
屯
地
で
駐
屯
地
開
設
の

記
念
祝
賀
行
事
と
し
て「
え
び
の
駐
屯
地
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
1
万
2
千
人
が
集
ま
り
、

市
民
と
自
衛
隊
員
が
手
を
取
り
合
い
、
リ
レ
ー
や

団
体
競
技
を
楽
し
む
風
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
57
年
5
月
号
掲
載
）

大
相
撲
え
び
の
場
所

　
昭
和
54
年
12
月
8
日
、
え
び
の
立
石
電
機

跡
地
（
現
在
の
市
文
化
の
杜
）
で
横
綱
若
乃

花
ら
一
行
３
３
０
人
の
力
士
が
勢
ぞ
ろ
い

し
て
「
大
相
撲
え
び
の
場
所
」
が
に
ぎ
や
か

に
開
か
れ
ま
し
た
。
全
力
士
が
登
場
し
て
力

強
い
取
組
を
披
露
し
、
地
元
の
ア
マ
チ
ュ
ア

選
手
、
中
学
生
と
の
対
戦
も
あ
り
、
約
5
千

人
の
観
衆
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
昭
和
55
年
1
月
号
掲
載
）

広報紙で
振り返るえびの市50年のあゆみ

お す す め の 一 冊

トイレで読む、トイレのための
トイレ小説　ふた巻きめ

雹月あさみ 著
（株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ）

やってみよう！あいうえお
スギヤマカナヨ 作

（株式会社くもん出版）

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（5月） 時　間

飯野地区コミュニティセンター 1日（金）、
22日（金） 14：05〜14：30

飯野駅前地区体育館→飯野出張
所

13日（水）、
27日（水） 14：05〜15：15

麓橋団地→太平職員宿舎→自衛
隊官舎

15日（金）、
29日（金） 14：50〜16：30

岡元小学校→市立病院→さくら苑 20日（水） 13：15〜15：15

プラッセだいわ→真幸地区体育館
→老人福祉センター 21日（木） 14：05〜16：30

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

畦
道
の
春
を
思
わ
す
一
本
の

タ
ン
ポ
ポ
の
花
風
に
揺
れ
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
ハ
ヤ
子

　
四
月
の
晴
天
の
清
々
し
さ
は
、
冬
の
名
残
り
の
風
と
、
夏
の
光
が
作
り
出
す
。う
ら

ら
に
照
れ
る
春
日
に
ひ
ば
り
が
上
り
野
に
は
諸
も
ろ
の
花
々
が
咲
く
。春
深
み
ゆ
く
思

い
に
浸
る
作
者
で
あ
る
。野
の
草
花
に
も
心
を
寄
せ
る
心
根
の
や
さ
し
さ
が
出
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

ボ
ー
ト
漕
ぐ
ダ
ム
湖
へ
空
か
ら
花
吹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
坂
伊
左
郎

　
学
生
時
代
に
夜
明
け
ダ
ム
で
合
宿
を
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
時
期
に
桜
を
見
る
と
ふ

と
思
い
出
し
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
思
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■こどもの日特別企画
「こどもだけのチャレンジ！」自分と家族の借りた本

を返却してみよう！
●日時＝5月5日（火）
●場所＝図書館カウンター

■こどもの読書週間企画
「出会えたね。とびっきりの1冊に。」特集展

●期間＝4月23日（木）～ 5月31日（日）
●場所＝児童コーナー
●内容＝楽しい絵本が勢ぞろい！

■雑誌処分展
●期間＝4月25日（土）～ 5月6日（水）
●場所＝図書館玄関
●内容＝英字新聞も処分します。カウンターへお申し込
みください。なくなり次第終了します。
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まで） ※パレードコースは午後2時30分～午後3時40分
まで通行止めになります。観覧者は、国土交通省川内川
河川事務所京町出張所近くの河川敷をご利用ください。
皆さんのご協力をお願いします。
■第2部

【開催日】5月17日（日）雨天決行 ※荒天時は中止
【時間】午前9時～午後3時（一般開放実施時間）
【場所】えびの駐屯地
【内容】観閲式・観閲行進、模擬売店、訓練展示、装備品展

示、体験搭乗
問えびの駐屯地広報室
☎33-3904（内線 272・273）
問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

令和2年度自衛官募集

　自衛隊宮崎地方協力本部小林地域事務所では、令和2
年度自衛官等各種募集を行います。
■一般曹候補生

【資格】18歳以上33歳未満の人 ※32歳の人は、採用予定月
の末日現在33歳に達していない人

【申込期限】5月15日（金）
【試験日】［1次］5月23日（土）

■自衛官候補生
【資格】18歳以上33歳未満の人 ※32歳の人は、採用予定月

の１日から起算して3月に達する日の翌月の末日現在、33歳
に達していない人

【申込期間】年間を通じて募集
【試験日】受付時に通知します。

申・問自衛隊宮崎地方協力本部 小林地域事務所
☎22-5254

コンビニ交付サービスを一時休止し
ます

　システムメンテナンスのため、次の日程でコンビニ交付
サービスを休止します。休止中は全ての証明書等の取得は
できませんので、ご注意ください。

【運用停止日】5月2日（土）～ 6日（水）
問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）

自宅からネットが便利
申告・納税「e-Tax」

　国税電子申告・納税システム「e-Tax」では、自宅やオフィ
ス、税理士事務所などからインターネットを利用して、国税
に関する各種手続きができます。
　なお、スマートフォンなどでも、電子署名を必要としな
い一部の手続等（納税、メッセージボックスの確認、利用
者情報の登録・確認・変更等）を利用することができるほ
か、1月から、スマートフォンやMicrosoft Edge（マイクロソフ
トエッジ）からマイナンバーカードを利用したe-Tax送信の
サービスが開始されました。
　また、スマートフォン専用の画面を利用した所得税の確
定申告書の作成については、給与所得者（年末調整済み）
で医療費控除またはふるさと納税などの寄付金控除を適
用して申告する人に加えて、2カ所以上の給与所得がある人、
年金収入や副業等の雑所得がある人など、利用できる人の
範囲を拡大するとともに、全ての所得控除に対応すること
となりました。
　詳しくは、e-Taxホームページ（ https://www.e-tax.nta.
go.jp）をご覧ください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

「第10回文化フェスティバル」は中止
となりました

　5月23日（土）に開催を予定していた「第10回文化フェス
ティバル」は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
め開催を中止することとしました。
　来場を予定されていた皆さんおよび関係各位には多大
なるご迷惑をおかけしますが、ご理解をよろしくお願いし
ます。
問市社会教育課 文化係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

「第33回えびの京町温泉マラソン大
会」は中止となりました

　5月24日（日）に開催を予定していた「第33回えびの京町
温泉マラソン大会」は、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止のため開催を中止することとしました。
　参加を予定されていた皆さんおよび関係各位には多大
なるご迷惑をおかけしますが、ご理解をよろしくお願いし
ます。
　今回は、大変残念な結果となりましたが、次回大会のご
参加を心からお待ちしています。
　大会中止に伴う参加料については、申込時にお支払いい
ただいた手数料を除き、全額返金することとし、返金方法
については現金書留で行います。
　4月末までを目途に、準備ができ次第発送しますので、今
しばらくお待ちください。
※エントリー時に登録いただいた住所等の変更がある人は
エントリー事務局まで連絡をお願いします。
エントリー事務局(テレビ宮崎商事株式会社)　
☎0985-27-8980　
Eメール ebino@umk-s.co.jp
問市観光商工課 観光係
☎35-1114

聖火リレー延期に伴い4月27日の交
通規制は行われません

　3月25日に東京2020組織委員会より、3月26日から予
定されていた東京2020オリンピック聖火リレーの延期

が発表されました。
　延期の決定にあたり、広報えびの3月号でお知らせし
ていた4月27日（月）の聖火リレー通過に伴う交通規制
は行われなくなりました。
　なお、新たな聖火リレーの日程については、今後東京
2020組織委員会が大会延期日程に合わせながら決定し
ていくこととなります。
　引き続き聖火リレーに向けての準備を進めていきます
ので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
問宮崎県総合政策課 企画担当
☎0985-26-7029
問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

「えびの駐屯地創立39周年記念行
事」を開催します

　えびの駐屯地では、創立39周年記念行事を開催しま
す。記念行事は、2部構成により、2日間行います。第1部は、
第8音楽隊の演奏を交えた市中パレードと装備品展示等
を行います。第2部は、観閲式、観閲行進などを行います。
　市民の皆さん、ぜひ、ご観覧ください。
　なお、新型コロナウイルス感染症の影響で、延期また
は中止になる場合があります。
■第1部

【開催日】5月16日（土）雨天決行 ※荒天時は中止
【内容】市中パレード：午後3時～午後3時30分（京町内竪

線）
第8音楽隊ミニコンサート：午後2時～午後2時30分
装備品展示：午後1時～午後4時（真幸出張所）

【場所】京町内竪線（京町温泉駅前交差点から真幸出張所
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するものの写し
・返還金額および返還期間を証するものの写し
・就業先が発行する、えびの市若者定住促進奨学金返還
補助事業就業証明書（様式第2号）または市内で起業し
たことを証する書類（開業届出書等）の写し

・誓約書兼同意書（様式第3号）
【申込期限】随時受け付けます。

申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

移住者の住宅取得に対して支援金
を交付します

　市では、本市への移住促進を図るため、移住者が自己
の居住を目的として市内に住宅を取得する場合に、予
算の範囲内においてその経費の一部を交付します。また、
同じ世帯員に中学生以下の子どもがいる場合は、子育て
加算金も交付します。

【対象者】
［移住者住宅取得支援金］次のいずれにも該当すること
・住宅を新規取得後、引き続き5年以上本市に居住する意
思がある人

・新規取得した住宅以外に市内に住宅を有していない人
（世帯員を含む）
・居住地の自治会に加入している人
・世帯員に市税等の滞納がない人
・新規取得した住宅の登記簿謄本に記載の所有権持分（新
規取得した住宅の世帯員の所有権持分も含む）が2分の1
以上の人

・転入日から2年を経過していない人
［子育て加算金］交付申請日において同じ世帯員として

住民基本台帳に記録された義務教育修了前の者（ 15歳に
達する日の属する年度の末日以前の者をいい、交付申請
日以後も引き続き中学校または特別支援学校の中等部に
在学する者を含む。）がいる移住者住宅取得支援金の交
付を受ける移住者

【支援金額】
［移住者住宅取得支援金］住宅取得経費の10％

※市内業者を利用して住宅を新築した場合または市内業
者から新規購入をした場合は上限50万円、市内業者以外
を利用したの場合は上限30万円

［子育て加算金］同じ世帯員に中学生以下の子どもがい
る場合、子ども1人につき10万円（上限20万円）
※住宅取得経費に土地購入代は含みません。
※支援金の額は、同一世帯に対して1回限りの交付とし
ます。

【申請時期】住宅を新築または新規購入し、所有権に関す
る登記を完了した日から起算して1年以内

【添付書類】誓約書、自治会加入証明書、住民票謄本、戸
籍の附票、土地名寄帳および家屋名寄帳の写しまたは無
資産証明書、住宅売買契約書等の写し、住宅取得に関す
る領収書等の写し、住宅の登記事項証明書の写し、市税
等の滞納がないことを証する書類、市長が必要と認める
書類
　予算には、限りがありますので、早めの申請をお願い
します。詳しくは、以下にお問い合わせください。
申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

見直そう！農作業の安全対策

　5月31日まで、春の農作業安全確認運動を行っていま
す。
　春になり農作業が活発になる時期ですが、農作業によ
る事故が後を絶ちません。特に乗用型トラクターにおい
ては全国的に死亡事故が多く発生しており、転落・転倒
事故が多数を占めます。日頃機械の点検を行っていても
思わぬ事故に遭うこともあります。
　農作業を行う際には、危機意識を持ち安全に作業
を行ってください。また、農林水産省のホームページ

（ https://www.maff.go.jp/ ）にある「農作業安全リスク
カルテ」を活用することで農作業安全のポイントが確認
できます。安全意識を高め、安全に農作業を行いましょう。

【日頃の心構え】
・トラクターなどで公道を走るときは交通安全に努める
・安全フレーム、シートベルト、ヘルメットをしているか
・機械の日常点検で忘れているところはないか
・熱中症対策に定期的な水分補給を行っているか
・労災保険への加入の検討
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）

レンタサイクルを開始しました

　えびの市アウトドアビジターセンター（アウトドアス
テーションえびの）では、3 月から自転車の貸し出しを
行うレンタサイクル事業を開始しました。
　これは、自転車でえびの市内の観光地等を自由に巡る
ことで、市の新たな魅力や楽しみ方を利用者自身に発見・
体験してもらうことを目的に始めたものです。
　 自 転 車 は、 電 動 ア シ ス ト 付 き マ ウ ン テ ン バ イ ク

（E-MTB）を 2 台、クロスバイクを 3 台用意しています。
【貸出時間】午前 9 時から午後 6 時 ※利用時間および利

用料金は、下表をご覧ください。
【休館日】毎月第 3 火曜日および 1 月 1 日、2 日

　レンタサイクルの貸し出しを受ける際は、えびの市レ
ンタサイクル利用規約を順守のうえ、安全に自転車をご
利用ください。

【利用時間および利用料金】

形態 車種 時間 料金

通常
E-MTB 4 時間 2,000 円

クロスバイク 4 時間 1,000 円

延長
E-MTB 1 時間 1,000 円

クロスバイク 1 時間 500 円

申・問えびの市アウトドアビジターセンター
☎48-8188

ご活用ください
「若者定住促進奨学金返還補助金」
　市では、若者の定住促進および市内事業所等への就業

を促進するため、大学等の卒業後にえびの市内に居住し、
市内で就業または起業する若者を対象に、奨学金の返還
に対して補助を行います。

【補助対象者】大学等（学校教育法に定める大学、短期大
学および専修学校（専門課程に限る。））を卒業後に、次
の要件すべてに該当する人

・大学等に進学するにあたり、奨学金の貸与を受けた者
で、その返還期間が5年以上であること。

・補助金の交付を初めて申請する日現在において30歳以
下であること。

・市内に住所を有する者であって、当該住所が住民基本
台帳に記録されており、かつ、補助金の交付を初めて申
請する日から5年以上本市に居住する意思があること。

・大学等を卒業後に期間の定めのない労働契約を締結し
ている労働者として市内の事業所等に就職した者で、補
助金の交付を初めて申請する日から5年以上継続して就
業する見込みがあること。または大学等を卒業後に市内
で起業した者で、補助金の交付を初めて申請する日から
5年以上継続して事業を継続する見込みがあること。

・他に奨学金返還に係る補助を受けていないこと。
・市税等の滞納がないこと。
・補助金の交付を初めて申請する日が、市内で就業開始
後または市内で起業後2年を経過してないこと。

【対象となる奨学金】日本学生支援機構奨学金、あしなが
育英会奨学金、交通遺児育英会奨学金、県または市町村
が貸与する奨学金、その他市長が対象と認める奨学金

【補助金の額】・補助金の額は、年額144,000円以内とし、
5年総額で720,000円を限度とします。ただし、返還金額

（利子を含む。）が限度額を下回る場合は、その金額とし
ます。※補助金の交付を初めて申請する日から5年を経
過する日までに、補助対象者の要件を満たさなくなった
場合は、その要件を満たさなくなった日の属する年度の
補助金は交付しません。この場合において、交付済の補
助金についての返還は求めません。

【申込方法】えびの市若者定住促進奨学金返還補助金交
付申請書（様式第1号）に必要事項を記入のうえ、以下の
必要書類を添付して、市企画課定住対策係に提出してく
ださい。※申請書等の様式は市企画課で取得するか、市
ホームページ（ https://www.city.ebino.lg.jp/ ）からダウ
ンロードしてください。

【必要書類】・奨学金貸与機関が発行する奨学金貸与を証
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今月の表紙　≫ 今月の納税　≫ 人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

17,745人 （前月比 -205人）
男性／8,365人（-132人） 　女性／9,380人（-73人）
転入／132人  転出／316人  出生／4人  死亡／25人

8,213世帯 （前月比 -110世帯）

4 月の人事 異 動 で 財 産 管 理 課 に 異 動となりました 。5 年
間 でした が、取 材 等 で 多くの 皆 さん に 助 けてもらいま

した 。ありがとうございました 。（ 東 ）

広 報 担当5 年目に突 入しました 。今月号から広 報 紙 もリ
ニューアルしました ので、私も気 持 ち 新 たに、より一

層皆さんに 親しまれる広 報 紙 作成 に努 めます！（ 久保 田 ）

固定資産税 第1期
介護保険料 第1期

5月7日（火）までに納めましょう。
（令和2年4月1日現在）

桜とめがね橋

「市民提案型（テーマ型）協働事業」
を募集します

　「市民提案型（テーマ型）協働事業」は、これまで市が
実施している事業や行政単独で解決が困難な事業テーマ
について、市民の皆さんの持つノウハウや強みを活かし
た企画事業を提案してもらい、実際に実施してもらう事
業です。市民と協働で行うことでより効果が上がる事業
テーマについて、事業提案を募集します。

【公募する事業テーマ】
①地域文化の発展と向上を図る市民参加型イベントの実
施（担当課　観光商工課・企画課）

［概要］市民相互のつながりを強め、市民のふるさとへの
愛着を高めるとともに、地域文化の発展と向上を目的と
したイベントの実施

［想定される事業］
・えびの映画祭の実施・夜景づくりによる京町温泉㏚活動

（イベントの開催）など
②地域資源の活用による地域活性化となる事業（担当課
市民協働課）

［概要］身近にあるさまざまな資源（人・物・自然・エネル
ギー）を見直し、活用することで、地域内循環型経済を
実現し、地域資源の魅力を周知することを目的とした人
材育成・啓発活動、イベントの実施

［想定される事業］
・フットパス（イベントの開催）など

【実施期間】5月（採択後）～ 令和3年3月31日
【事業形態】委託（概算払い）　
［金額］テーマ①170万円以内、テーマ②20万円以内　　
【見積項目】人件費（スタッフ人件費）、旅費交通費（講師、

スタッフ）、講師謝金、印刷製本費、消耗品費、通信運搬費、
賃借料、保険料（イベント等保険）、一般管理費（総事業
費の10％以内）など

【申込資格】えびの市内で活動するボランティアグルー
プ、市民活動団体、NPO法人、自治会等の団体で、5人以
上で構成する団体
※詳しくは、市民協働課にお問い合わせください。

【申込方法】企画提案書に必要事項を記入のうえ、市民協
働課市民協働係へお申し込みください。※提案書は市民
協働課で取得できます。

【申込締切】5月15日（金）
　審査会（ 5月下旬）において採択された後、申請書を提
出してもらいます。
申・問市民協働課 市民協働係
☎35-1118（直通）

ご利用ください「福祉タクシー利用
料金助成事業」

　市では、高齢者および重度の障がい者の経済的負担の
軽減を図るため、「福祉タクシー利用料金（基本料金）」
を助成しています。
　障がい者については、一部要件を緩和しました。高齢
者については、これまでどおりです。

【障がい者の場合】
・対象者は車両を保有せず、自らも運行できない
・世帯員全員が車両を保有していない
・施設等に入所していない
・前年度の住民税所得割額が課税されていない
・次のいずれかの交付を受けている人
①身体障害者手帳1級または2級
②精神保健福祉手帳1級
③療育手帳A
※世帯員の中で車両の保有者全員が1週間のうち5日以
上就労している人は就労証明書を提出することで利用が

可能です（施設に入所している人、前年度の住民税所得
割額が課税されている人を除く）。
※世帯員とは、生計を同一にする者または住民基本台帳
上は別世帯であっても同一敷地内に居住している者をい
います。

【高齢者の場合】次の全てに該当する人
・75歳以上の高齢者
・対象者は車両を保有せず、自らも運行できない
・世帯員全員が車両を保有していない
・施設等に入所していない
・前年度の住民税所得割額が課税されていない

【助成方法】
・助成対象者と認められた場合は、申請があった翌月に
地区の民生委員より「福祉タクシー利用券」を配布します。

・「福祉タクシー利用券」を、タクシー利用時に次の指定
タクシー会社の運転手に渡すことで、タクシー利用料金
の一部の助成を受けることができます。

【福祉タクシー券を利用できるタクシー会社】
・宮交タクシー　　　☎37-1351
・三和交通　　　　　☎33-0220
・こばやし交通　　　☎33-0154
・昭和福祉タクシー　☎33-6270

【助成額】
・タクシー券1枚につき基本料金を助成します。

【交付枚数】
・対象者1人につき年間24枚（年度途中の対象者は、申請
のあった月の翌月から月割り交付となります。）

【有効期限】
・令和2年度分は、令和3年3月31日までです。翌年度に繰
り越して使用することはできません。

【申請方法】
・市福祉課福祉係またはお住まいの地区の民生委員に連
絡をしてください。

申・問市福祉課 福祉係
☎35-1115（課直通）

軽自動車税は納期限内に納めましょ
う

　軽自動車税は、毎年4月1日現在で、宮崎運輸支局に登
録されている軽自動車や126cc以上のバイクや小型特殊
自動車を持っている人に課税されます。
　軽自動車の所有者は、6月1日（月）までに軽自動車税
を納めてください。市役所または金融機関、各コンビニ
エンスストアでも軽自動車税を納めることができます。
詳しくは、納税通知書をご覧ください。
　令和2年度の軽自動車税の納税通知書は、5月上旬に発
送予定です。もし、5月中旬までに納税通知書が届かない
ときは、市税務課にお問い合わせください。
　なお、障がい者のために使用する軽自動車について、
一定の要件に該当する場合は、6月1日までに申請すれば、
軽自動車税が免除されます。

【軽自動車税の口座振替日】 軽自動車税の納期限は6月1
日（月）ですが、口座振替日は5月25日（月）の予定です。
振替日の前日までに預金残高の確認をしてください。

【軽自動車税はスマートフォンアプリPayBでお支払いで
きます】PayBとは、コンビニ払込票のバーコードを読み
取ることで預金口座からさまざまな代金を直接支払うこ
とができるスマートフォンアプリです。令和2年度軽自
動車税についても利用可能です。
　なお、PayBで納付した人は、納税証明書を取得する際、
支払った画面を市税務課で提示してください。
問市税務課 市民税係
☎35-3734（直通）
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写真：アカショウビン（撮影：令和元年5月22日）
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